




















































































先述の通り矢島が横浜を出発した1909年 2 月 3 日から、チベットで成した家
族と共に室蘭に帰着する1919年 1 月24日までの10年間が、この旅行期間という
ことになる。金井晃は矢島の行動を軸に、この旅行にいくつかの区分を与えて
いる（14）。すなわち第 1 期（上海～北京、1909年 2 月 3 日～ 4 月11日）と北京
滞在（約 3 ヶ月）、第 2 期（北京～成都、1909年 7 月21日～ 9 月10日）及び成
都滞在を中心にタルツェムドと重慶往還（約14ヶ月）、第 3 期（タルツェム
ド：打箭炉、現在の康定（15）～ラサ、1910年11月12日～1911年 3 月 4 日）とラ
サ滞在（約 1 ヶ月）、第 4 期（ラサ～カルカッタ：現コルカタ、1911年 4 月 3
日～ 5 月 2 日）とカルカッタ滞在（約 5 ヶ月）、第 5 期（英国船籍貨物船
S.S. カラモ号乗務：カルカッタ～ニューヨーク～シンガポール～横浜～カル
カッタ、1911年 9 月～1912年 6 月上旬）、第 6 期（カルカッタ～ラサ、1912年
6 月19日～ 7 月23日）、ラサ滞在（～1918年10月）となる（年表参照）。
各期の旅行形態の特徴を言えば、第 1 期及び第 2 期は日本で思い描いた旅行





































































































1 ．「第 1 期行程」上海
































達した。さらに翌月、対岸の武昌から北京まで鉄道で移動した（地図 - 5 参
照）。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 3 ） 開高健、田村隆一、長沢和俊編『「人はなぜ旅をするのか」 7 　19世紀の探検レー
ス』（日本交通公社、1982年）


















Das,SaratChandra,“Journey to Lhasa and Central Tibet”,PaljorPublications,2001.








































































































































































（56）1909年 7 月の会誌『救世』第 5 巻79号には南洋在住大友信太郎による「南洋爪哇
における日本人の地位及び商業」が掲載されており、さらに会員菅野刀夫は矢島と同
様にロシアから南米、南洋と広く無銭旅行を行っている。或いは爪哇（ジャワ）と布
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（110）
哇（ハワイ）を勘違いして現地で其れを知り途方に暮れる学生なども報告されている。
青木澄夫『日本人が見た100年前のインドネシア　日本人社会と写真絵葉書』（The
DailyJakartaSHIMBUN、2017年）
（57）直接の契機は河口慧海の『西藏旅行記』が発刊されたことにより、日本国内でチ
ベット熱が高まったこととされる。早期除隊を実現するために、彼は精神を病む芝居
をしたという。（金井、前掲書、25頁）
（58）1897年（明治30年）、キリスト教義に則って苦学生救済の為に島貫兵太夫が創設。
島貫兵太夫『力行会とは何ぞや』宝文堂、1980年）
「力行会とは」（http://rikkokai.or.jp/?page_id=1142017年 9 月30日閲覧）
（59）当初の構想は、ユーラシア大陸を横断してアフリカをめぐり、そこから先は情況
次第ではあるものの、最後は合衆国にしばし滞在した後、ベーリング海からロシア領
を通って帰国する計画だと語っている。（浅田、前掲書、25頁）
（60）矢島は旅行中に様々な場所で教会に立ち寄っている。中学中退後に通った前橋教
会ではさほど教義に興味を示さなかったとされるが、「日露戦争中も自分は不殺で
あった」と述懐していることや行く先々での礼拝に参加するなど、その意識の根底に
キリスト教への共感を強く持っていることが窺われる。
（61）宮城県石巻出身の本間儀兵衛は、若い頃の移民生活の描写において力行会の現地
支部の役割について多く記述がある。（本間儀兵衛、『出稼ぎアメリカ明治日記』無明
舎出版、2016年）
（62）「観光を目的とする旅行者は、先人の作ったイメージを確認することで満足する」
というのは、観光学では基本原理と受け容れられている。（W. リップマン、『世論
上・下』岩波文庫、1987年）
（63）「スエン、ヘヂン（本日入京の瑞典探検家）」『東京朝日新聞』（1908年11月 6 日付）。
（64）鈴木康史、前掲、30頁。
（65）タルツェムドから父新蔵宛てに資金の無心をする手紙には例外的に「武侠」的表
現が用いられている。
「拝啓　母国もながら当地は殊更天高く地清き感有之候。万山雪峰庭前に白雪の降る
も近きにあり。是れと同時に児の風向は一刻と良好となり、実に痛快極まりなく、此
所に前途の楽観を報ず。……児は母国よりの心よき便りなければ、一夜母国の空を望
んで決心する所ありしが、天は命ずるに任務あり、汝東洋の快男子急くなかれと !!遂
に留まりて存生の次第なり。……略」（1910年10月10日付手紙より抜粋）
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20世紀初頭の「世界無銭旅行」考
（111）
（66）押川春浪「偽冒険家を痛罵す」（『冒険世界』1911年 1 月号）
（67）「冒険世界の出現活躍！」（『冒険世界』創刊号、1908年、巻頭辞）
（68）北上洋一「少年小説の系譜」（西英生編『少年小説大系　別巻第 5 巻　少年小説研
究
また横田順彌、會津信吾『日本 SF の祖　快男児押川春浪』（パンリサーチインシュ
ティテュート、1987年、16頁）
（69）横田順彌、會津信吾、前掲書、224頁。
（70）〈成美の気風〉と題する感想文からの抜粋。（浅田、前掲書、78頁）
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